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人間においては胎児, 新生児の r'Zuckerkandl 器官" として古 くから知られており, またこれはすで
に幼児期に変性, 退化し, 成人においてはもはやパラガングリオンは発見できないと一般に考えられてき
た ｡
ところが最近 Coupland により成人においてもパラガング リオンは必ず存在することが報悠･され, また
教室の仲田も四肢の末梢性血行障害を有する3 例の成人患者から手術的に得られた後)& 膜組織内に全例パ
ラガングリオンをみとめた｡




(1) パラガングリオンの分泌活動性を証明するために犬にアル ドメット (L-α-m ethyldopa) を経口的
に投与した｡ アル ドメットは昇圧アミンの生合成の際, 脱炭酸酵素の阻害剤として作用すると考えられて
いる｡ 本実験にては, パラガングリオン, 副腎髄質ともに対照と較べ, 組織化学的に差異はみとめられな
かった｡





(3) パラガングリオンはノルア ドレナリンの含有比が高く, 一方副腎髄質はア ドレナリンの合有比が高
いことがみとめられている｡ したがってノルア ドレナリンのメチル化に副腎皮質が関与するのではないか
との疑問が起こる｡
先ず, 左側のパラガングリオンを左側の副腎髄質内に移植した｡ もし, 副腎皮質がメチル化に関与する
ものであれば, 移植されたパラガングリオン中のア ドレナリン含有比が増えるはずである｡ しか しなが
ら, 本実験にては満足すべき結果は得られなかった｡
(4) 逆に, - 側の副腎皮質を切除した｡ この場合は, 副腎髄質中のノルア ドレナリン含有比が増えるは
ずである｡ しかしながら, ノルア ドレナリン含有比の増加はみとめられなかった｡
結局, ノルア ドレナリンのメチル化は副腎髄質内でのみ行なわれ, 皮質の関与はみとめられなかった｡
(5) 全褐色細胞腫の約10% 副腎外のものであることが統計的に調べられている｡ 副腎外褐色細胞塵は髄
質性の同塵虜に較べてノルア ドレナリンの含有比が高く, またパラガングリオンもノルア ドレナリン含有















また, 先に仲田は兎について Paraganglion 組織が副腎髄質内に侵入するとそれから先は比較的明瞭な
境界を示して N oradrenaline の減少と A drenaline の増加を示す事実をあげて副腎髄質が皮質に包まれ
ることが N oradr･ A dr･ への移行に影響するのではない かと示唆したので, あるいは Paraganglion の組
織を副腎髄質内に移植したり,また副腎皮質を一部削り取った髄質をしらべて見たが,髄質 C atecholam ine
が皮質の影響により変化する事実は認められなかった｡ すなわち N oradrenaline のメチル化髄質内で皮
質と関係なく行なわれるとの結論に達した｡
本論文は学術上有益にして医学博士の学位論文として価値あるものと認定する｡
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